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I Ap－11 10年間の調査からみた雑煮実態

食　　物

　　　　　　　○名倉秀子　　大越ひろ゛　　茂木美智子¨

　　　　　　　　(帝京短大　　゛日本女大　　¨東横学園女短大)

　目的　食生活に非日常性を残す数少ない行事に正月がある。正月の食生活の実態とその変化

を時系列的に捉えることを目的に1986 年より調査を行ってきた。すでに、1992年までについで、

さらに1995年までの10年間の３が日の喫食料理内容･件数および喫食時刻について報告2,3)し

てきた。今回は10年間の雑煮の材料･調理法･盛りつけ･伝承について検討を行った。

　方法　1986～95年の１月1,2,3日を調査日として行った食生活実態調査から､特に雑煮に関

する設問を集計分析した。調査対象は首都圏の短大に通学する女子学生の家庭である。集計項目

は雑煮のだし･具･味付け､もちの種類と扱い方､盛りつけの器､料理担当者および伝承である。

　結果調査の有効回答者は10年合計1468人で､約90%が関東地方に居住していた。雑煮の

だしはかつお節･こんぶ･鶏肉･インスタントだし等を用い､単一だし利用者は42%､混合だし(2種

類以上)では57%を占めた。雑煮の具は出現頻度の高い順にもち･鶏肉･大根･人参･なると･さとい

も･三つ葉となった。味付けはすまし仕立てが多く､これら雑煮の材料(だし･調味料を含む)はー椀

当たり8. 38種類(10年平均)用いていた。もちの種類は角もち､もちの扱いでは焼くが多数を占め

るが､電子レンジの利用も各年多くはないが出現していた。盛りつけは､朱塗りの木製の器の回答

が多<､料理担当者では主婦(母)の割合いが90%以上占めた。

　1)日本家政学会誌,41,49-58 (1996)2)日本家政学会第48回研究発表要旨集p 185(1996)

　3)日本調理科学会平成８年度研究発表要旨集p33(1996)

I Ap-12 食行動と咬合に関する研究一咬合力への影響－

○黒渾美智子（共立女子短大）

　［目　的］近年、若者や子供たちに不正咬合や顎関節異常の者が多く、原因は食生活の変

容であると言われている６そこで、大学生を対象に食物摂取行動に関するアンケート調査

および咬合力の測定実験を行い、食行動と咬合力との関連を検討した。

　［方　法］対象は昭和4 7年度生まれから5 2年度生まれの大学生である。それぞれ1 9

歳から2 1歳の時点で調査、実験をした。アンケート調査では顎の状態、咬み合わせや歯

並びの状態、および食べ方などに問題はないかを調べた。その中で、顎関節に異常はなく、

歯並びがよく、親元から通学している学生５人を対象に、７～1 0日にわたって咬合力の

日内変動を調べた。起床時、朝昼晩の食事前後、歯磨後、入浴前後、就寝時など生活行動

に合わせて一日1 0～1 3回、咬合力を測定した。咬合力の測定には、フジフィルム咬合

力測定システム（発色剤を内包したマイクロカプセルと顕色剤が塗布されたフィルムシー

トで、圧力が掛かれば、強さに応じて赤色発色し、それを画像解析する。）を使用した。

［結　果］2 0 歳前後の女子学生たちの咬合力は平均7 0 0 N liij後であった。　しかし、個

人差は著しく大きく２００～1 , 5 0 0 N位までの違いがあった。特に強く2, 5 0 0 N

前後の者もあった。男子学生の場合はいずれもさらに約２００Ｎ上回っていた。日内変動

においては、どの被検者も各生活行動による影響がみられた。食後。入浴後、歯磨き後に

咬合力は高くなった。　しかし咬合力は軽食後と、硬い115]食後は低下することもわかった。
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